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令和３年度京都市いきいき市民活動センターに係る管理運営についての評価報告 

 

令和４年９月 

京都市市民活動センター評価委員会 

 

 

令和３年度における京都市いきいき市民活動センターの管理運営に関し、下記のとおり

評価を取りまとめたので公表する。 

 

 

記 

１ 評価に当たって 

（１）評価委員会の設置目的 

京都市市民活動センター評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、京都市が設

置した機関であり、京都市市民活動総合センター及び京都市いきいき市民活動センター

の管理運営全般に関し、各種事業の実績等に基づいて客観的な評価を行い、課題の解決

や改善すべき事項についての助言を行うことを目的の一つにしている。 

 当評価委員会は、平成１５年度から京都市市民活動総合センターの施設運営全般につ

いての評価を行ってきたが、平成２３年４月に京都市いきいき市民活動センターが開所

されたことに伴い、評価機能を京都市いきいき市民活動センターまで拡充したものであ

る。  

 

（２）京都市いきいき市民活動センターの役割 

京都市いきいき市民活動センターは、市民公益活動はもとより、サークル活動など市

民活動を幅広く支援していくため、市民がいきいきと活動できる場所と機会を提供する

施設として、旧コミュニティセンター施設を転用する形で、平成２３年４月に設置され

たものである。 

京都市いきいき市民活動センターでは、貸館や市民活動の活性化に資する情報の提供

を行うほか、地域や市民活動を活性化させるための仕掛けとして、指定管理者が独自に

これらに資する事業（市民活動活性化事業）を企画・実施することとしている。 

この市民活動活性化事業の対象となるものは、 

・市民活動又は地域コミュニティの活性化を図るための事業 

・市民活動を支援するための各種講座や研修会等  

としており（市民活動活性化事業実施要綱第７条第１項）、企画・実施については、可

能な限り、地域や利用者等からの意見を取り入れながら行うものとし、将来的には企画

段階から地域や利用者等の参加を促進するなど、協働の取組により進めるものとしてい

る（市民活動活性化事業実施要綱第４条第２項）。 

なお、令和４年４月からの第４期指定管理期間においては、いきいき市民活動センタ

ーが真に市民生活、市民活動を総合的に支援する施設へと進化していくために令和３年

１月に策定した「京都市いきいき市民活動センターの在り方の基本方針」を反映させた

管理運営を行うこととしている。 
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（３）評価について 

ア 評価の基準 

第３期指定管理期間（令和元年～３年度）の最終年度となる令和３年度の各センタ

ーの活動について、「市民活動活性化事業」の取組内容に関する評価を行うとともに、

センター運営に関して、「貸館事業」、「情報の発信」、「業務執行体制」に関する評価

を行う。 

評価項目 主な着眼点 

市民活動活性化 

事業 

○計画の具体性及び独創性 
○幅広い市民の交流を目的として、広く市民の参加が得られるよう努
めているか。 

○地域、利用者及びＮＰＯなど他団体との連携 

○事業の広報方法 

○利用者ニーズの把握及び次回事業への反映の方法 

貸館事業 
○貸館業務を適正に行っているか。 

○公金収納業務を適正に行っているか。 

情報の発信 ○情報の発信を積極的に行っているか。 

業務執行体制 

○施設の維持管理を適正に行っているか。 

○職員配置の適正性及び人材育成等 

○管理運営業務に係る経費の取扱い 

 

 イ 評価の参考とした資料等 

①  市民活動活性化事業 

  令和３年度に実施された全事業を対象として、事業報告書を基に評価する。 

 ② 貸館事業 

   京都市が実施した業務及び財務監査内容、事業報告書を基に評価する。 

 ③ 情報の発信 

   事業報告書を基に評価する。 

 ④ 業務執行体制 

   京都市が実施した業務及び財務監査結果を基に評価する。 

   なお、評価については、監査時点での業務執行に係るものである。 

 

ウ 評価方法 

 各センターの施設規模、地勢、交通利便性、人口構成等の立地条件や指定管理者の

特長等、施設管理運営上の条件がそれぞれ多様であることから、一律の評価軸で評価

を行うことは困難であると判断し、センターごとに、評価項目について、文章記述に

よる評価を行う。 

 評価に当たっては、令和２年度の評価を受けて令和３年度にどのように進展したの

かという点を踏まえ、センター運営の質の向上につながることを主眼に、評価できる

事項、課題となる事項などについて意見を付すこととした。 

また、令和４年４月から新たに始まった現指定管理期間４年間について、「京都市い

きいき市民活動センターの今後の在り方の基本方針」を踏まえた更なる取組の発展に

向けて、各センターに対して、「令和４年度に向けた助言等」について記載した。 
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２ 各センターの評価 

（１） 北いきいき市民活動センター 

（指定管理者：特定非営利活動法人くらしネット２１） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 「パラスポーツのつどい」では、地域の障害者と子どもから高齢者という

多様な属性の人を対象とした相互理解を深められる事業となっている。ま

た、いきセン利用団体から実行委員会を立ち上げ、利用団体や近隣施設と連

携することにより、連携する人や団体が運営側に入るという良い循環もみら

れたことは評価できる。 

・ 「いきいき楽ちゃんフェスタ」においても、利用団体から実行委員会を立

ち上げ、多様な団体の多様な年齢層が参加できる事業となっている。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数は前年度比約２０％減となっており、これは新施設への移

転で和室や料理室がなくなったことが影響していると考えられるが、多目的

ホールの利用は好調であり、会議室の利用についても新たな施設の魅力のＰ

Ｒなどによる利用促進に取り組まれることを期待する。 

・ 利用者の満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、施設の案内

表示等について改善の余地があるものの、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 
・ ホームページや各種ＳＮＳに加えて、コミュニティラジオへの出演を行う

など、多様な媒体を活用した情報発信に取り組んでいる。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 令和２年度のセンター主導のイベント等の企画・実施から、令和３年度はセンター利用団体

等から実行委員会を立ち上げイベントを実施するなど自走化に向けて着実に取り組んでいる。

引き続き市民活動を支援するというセンターの役割を意識して事業を実施してもらいたい。 

・ 複合施設となった利点を活かし引き続き利用者の幅を広げるとともに、利用者間でも新しい

つながりを作り、相互理解を深めることができるよう支援することを期待する。 

・ イベントの実施に当たっても、各団体がそれぞれの強みや良さを発揮しながらも市民参加の

ハードルは低めに設定されるなどしており、今後も誰一人取り残さない、皆が参加できる事業

の実施を期待する。 

② 施設管理等 

・ 貸館について、既存団体の利用にとどまらず、社会に必要とされている団体の設立を支援す

るという視点での利用者の開拓にも期待する。 

・ 情報の発信については、令和２年度に引き続きRADIO MIX KYOTOを活用されており、今後

もターゲットに合わせた多様な媒体を活用して、発信内容を適宜見直しながら、事業や施設の

情報をより幅広い層に広域的に発信する取組を続けていただきたい。 

・ 引き続き、ふれあい共生館に入居する各団体とのつながりを意識し、共に地域内外の関係団

体との連携に取り組み、より一層の相乗効果が得られるよう努めていただきたい。 
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（２） 岡崎いきいき市民活動センター 

（指定管理者：特定非営利活動法人音の風） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ コロナ禍にあっても引きこもりなどの社会課題に、指定管理団体の得意と

する音楽と芸術を通じて取り組む意欲的な姿勢は、評価に値する。 

・ 指定管理者の強みである「音楽」というコアを残しつつも、新たに「社会

包摂とアートシンポジウム」や「岡崎まち歩き」などの試みを行うなど、複

層的な事業の設計になっている点を評価する。 

・ センターが物理的に狭いというハンデを逆手に取り「岡崎」という街全体

を事業の会場にしていくことに成功しており、地域の施設・ヒト・モノをリ

ソースとした創造的展開を実現できている。 

・ 施設の中にとどまらず、施設外に出ていく形で、参加者が地域を、地域の

人たちが参加者を理解できるような配慮が出来ている点も良い取り組みで

あり評価できる。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数は令和２年度比約６％増であるが、令和２年度が元年度比

で約１６％減であり、まだ利用が完全に戻ったとは言い難い状況である。 

・ 卓球台の更新やピアノの調律などサービス向上の取組が見られる。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、概ね良好で、

丁寧な対応が好評であった。一方で、設備の改善を求める声もあった。 

・ 公金収納業務については、処理の不備がいくつか見受けられたため、書類

作成時等のチェック体制等の改善に努めていただきたい。 

情報の発信 

・ ホームページ、フェイスブック、ツイッターのほか、センター事業や利用

者の活動を紹介する「岡崎いきいき新聞」や立地を生かした二条通配架ラッ

クなど、多様な媒体を活用した情報発信を行っている。令和３年秋からは、

町内回覧「岡崎いきいき市民活動センター便り」を季刊とするなど、情報発

信に積極的に取り組んでいる。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 今後とも岡崎の街や近隣の施設をつないでいく工夫を継続し、「芸術の岡崎」の良さを引き

出す事業の継続、発展に期待する。 

・ 「社会包摂とアートシンポジウム」については、ひきこもりや障害などに関する知識や情報

を持つ医療福祉関係との連携をより一層強化し、さらなる事業の充実を期待する。 

・ 幅広い分野で市民活動の担い手の育成に向けて取り組むとともに、参加者自身による自主運

営や自立自走という次の段階に向けた支援の推進を期待する。 

② 施設管理等 

・ これまで積み重ねた経験等を活かし、コロナ禍で減退した活動や途絶えたつながりの回復に

努めていただきたい。 

・ 引き続き、デザイン性に優れた情報発信に努めていただきたい。 
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（３） 左京東部いきいき市民活動センター 

（指定管理者：特定非営利活動法人劇研） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 近隣の大学や外国籍市民支援団体との連携を通して作成した「多文化共生

を考える やさしい日本語で読む４つのインタビュー」は外国籍市民の社会

参加を促進するツールとして期待できる。 

・ 課題であった地域の外国人住民との連携に関して、地域の人や団体とつな

がり、インタビューを行い、冊子を完成させたという成果を出している点を

評価したい。冊子についてはワークショップでの活用や関係者への配布等に

期待したい。 

・ 「いきいき春の文化祭」における参加者の子どもの意見（初めて外国の文

化に触れることができたという声）からは、コロナ禍にあっても対策をしな

がら「生の活動」を経験する機会を創出する重要性を改めて感じた。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、コロナ禍で大学の休校等による学生の利用増

等により、過去最高であった令和２年度と遜色のない利用数となっている。 

・ 利用者満足度は来館者に対する窓口サービス調査の結果、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、処理の不備がいくつか見受けられたため、書類

作成時等のチェック体制等の改善に努めていただきたい。 

情報の発信 

・ 事業で作成したYouTubeや冊子とホームページをリンクさせた情報発信な

どにより広く情報を発信している。 

・ 事業と情報発信をリンクさせることにより、新たな出会いやつながりを生

み、参加者や支援者の増加、新たな事業への発展という良い循環を続けてい

くことを期待する。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 多文化共生について、地域との連携も進み、新しく意欲的な取り組みもなされている。引き

続き、地域における発信力の強化に取り組むことを期待する。 

・ 情報発信のための冊子の作成や、ワークショップの開催、活動内容のWeb配信等の取組が行

われており、かつ大学生と連携するなど、世代、国の枠にとらわれない事業が実施されており、

今後も、外国人を含め、地域住民等の交流の場となることを期待する。 

・ 地域で活動する市民の力と出会うことは、その活動を支援していくというセンターとしての

重要な役割・機能であるため、今後もこのようなポテンシャルのある市民との接点を増やす取

組を期待したい。 

② 施設管理等 

・ 情報の発信については、一方向の発信だけではなく、連携する団体や関係機関との双方向の

つながりなどにより、さらに広域的に幅広い層へ情報を発信していただきたい。 

・ コロナ禍をきっかけとした大学生や若者の利用者に施設の魅力をアピールすることなどによ

り、新たな市民活動の参加者、担い手の発掘に取り組んでいただきたい。  
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（４） 左京西部いきいき市民活動センター 

（指定管理者：特定非営利活動法人劇研） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 「養正市営住宅の歴史アーカイブ事業」は、地域の歴史的遺産を市民に広

く知ってもらうとともに、地域の記憶として残していくという地域密着型

で、意欲的な取組で評価できる。また、これまで同じ指定管理者ということ

で課題であった左京東部とのすみ分けができている。 

・ 以前は活性化事業として実施されていた「ようせい夏まつり」が「かもが

わデルタフェスティバル」へと発展し、実行委員会による自走化がなされて

いる。いきセンが実行委員会の支援を行いつつ、センターの事業との相乗効

果も狙うなど、市民活動支援として良い展開がなされている点は評価でき

る。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、コロナ禍にも関わらず、前年度と比較して増

加している。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、良好で丁寧な

対応等が高評価であった。 

・ 公金収納業務については、処理の不備がいくつか見受けられたため、書類

作成時等のチェック体制等の改善に努めていただきたい。 

情報の発信 

・ 幅広い層に情報を伝達するために、ホームページやＳＮＳのほか、コミュ

ニティラジオへの出演など、多様な媒体を活用している。 

・ 「かもがわデルタフェスティバル」の実行委員会には各種地域団体が加わ

っており、広くまちづくりについて話す場となっており、いきセンとしても

地域との連携を深めている。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 同じ指定管理者が管理する左京東部いきいき市民活動センターと十分に連携が取れている

が、地域性や利用者の違いなど、今後も地域の特色を活かした多彩な事業の展開を期待する。 

・ 「養正市営住宅の歴史アーカイブ事業」は地域密着型の成果の一つである。地域の防災、安

全や地域への愛着や理解につながることを切り口とした地域に関する学びの充実にも期待す

る。 

・ 「かもがわデルタフェスティバル」の自走化は市民活動支援としての成果であり評価できる。

今後も地域との良好な関係を基にした、市民活動の支援に取り組むことを期待する。 

② 施設管理等 

・ 情報の発信については、フェイスブックやツイッターでの情報発信に加えて、コミュニティ

ラジオに出演し積極的に発信するなどしており、今後も継続した取組を期待する。 

・ 地域との関係の強みを活かすとともに、高い利便性を実現し、稼働率の維持と発展を実現す

ことを期待する。また、サロンを活かした地域の活性化にも期待する。 
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（５）中京いきいき市民活動センター 

（指定管理者： 特定非営利活動法人あかしやふれあいネットワーク） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 「のびのびサロン」の参加者が増加したことは大きな改善であり、広報に

積極的に取り組んでいる点や大学生との連携などイベント参加者の多様性

が高まっている点は評価できる。また、イベントや各事業において、軒並み

協力団体、参加者が増えたことは良いことである。 

・ 立地の優位性を活かし、お年寄りから子供までの多世代が参加できるイベ

ントが実施され、地域活性化に寄与する取組が行われている。 

貸館事業 

・ SNSを令和２年度よりも充実させたことで、問合せ等が増加し、結果とし

て貸館の利用件数が令和２年度と比較して増加した。 

・ 利用者の満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、施設の案内

表示について改善の余地があるものの、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 

・ 課題とされていたSNSによる情報発信について、LINEとFacebookを開始

して新規参加者を獲得できた点については評価できる。 

・ チラシの配架箇所を前年度比で２２箇所も増やすなど、工夫がみられる。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 各事業において、活動団体の自発的な活動をサポートするという中間支援機能となることを

努力している点は評価できる。 

・ 現状では、乳幼児や児童及び保護者に特化した事業が多いため、特定の属性で区切った事業

のみではなく、もう少し多様な層に向けた事業が展開できることを期待する。多様な属性が参

加できる事業も実施することにより、地域での多様な属性の交流につなげることを期待した

い。 

・ 今後は、利用者や団体が主体的に行う活動の後方支援的な役割を更に充実させ、事業の自主

的運営を後押しする仕組みづくりに取り組んでいただきたい。 

② 施設管理等 

・ 立地の良さやポテンシャルの面を鑑みると、まだ改善の余地があると考えられるため、貸館

事業については、より広範囲から施設利用者を獲得できるよう、施設の周知や魅力ある事業の

企画など、利用件数の増加に注力いただきたい。 

・ 非常に見やすくわかりやすいパンフレットを作成されており、積極的に活用することによる新

たな利用者の獲得やつながりづくりに取り組まれることを期待する。 
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（６）東山いきいき市民活動センター 

（指定管理者：有限責任事業組合まちとしごと総合研究所） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 指定管理者の強みを十二分に活かして市民活動支援事業を展開している点

は評価できる。メディア関連事業への強みを活かし「みんなの学校ごっこ」

をオンライン展開するなど、コロナ禍ならではの工夫をしている点は評価で

きる。 

・ 地域や市民の保有するリソースを高い企画力により上手に活用しており、

結果として事業の数が多く、内容も非常に多彩である点が評価できる。 

・ 参加者が自発的に取り組めるようなリアルでのイベントも行われ大学生の

協力も得て、地域の方々と大学生、指定管理者が一体となって地域活性化の

取組が行われている点が評価できる。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、令和２年度と比較すると微増ではあるが、コ

ロナ禍前と比較するとまだ戻っていない状態である。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、案内表示に関

する要望があったものの、概ね良好であった。 

・ 公金収納業務については、処理の不備がいくつか見受けられたため、書類

作成時等のチェック体制等の改善に努めていただきたい。 

情報の発信 

・ ホームページやSNSなど、多様な媒体を活用した情報発信に取り組んでい

る。 

・ 助成金情報について、館内掲示を行い、市民活動の活性化につなげている。 

・ 利用団体とセンタースタッフの交流・連携を目的としてスタッフ紹介動画

を行い、センター事業の周知に努めている。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 活動内容がバラエティに富んでおり、市民や団体側の「やってみたい」「こんなことができ

る」を上手に引き出して取り組まれており、今後の展開に期待する。 

・ メディアや IT を自在に活用している点をコロナ禍の現状にあっては非常に評価しており、

これからもウィズコロナ、アフターコロナを見据えた取組を期待する。 

・ 引き続き、他のいきセンの参考となるような多様な事業の実施及び情報発信を期待する。 

② 施設管理等 

・ 地域の広報物、ウェブマガジンを作るというのは面白い取組である一方で、広報の閲覧数が

伸び悩んでいるように見受けられるため、この点の工夫に期待する。 

・ 貸館業務については、交通の利便性が非常に高く、市内一円からの利用が見込まれる立地環

境であり、市民の利用ニーズは高いと思われる。今後も多様性のある市民活動の場として活用

されることを期待する。 

・ これからの情報発信について、同センターはより多くの層に届けるために多様なSNSの利活

用を今後の抱負としており、Twitter、InstagramなどのSNSへの着手、将来的なオウンドメデ

ィアの構築を検討しており、新たな展開に期待する。 
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（７）下京いきいき市民活動センター 

（指定管理者：有限責任事業組合まちとしごと総合研究所） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 情報誌「Ｃａｒｒe’」において「下京地域で活躍する団体やヒト×社会

課題（ＳＤＧｓ、レジリエンス、まちづくり等）」という取材を続けており、

意義が感じられる。引き続き、良い記事を期待したい。 

・ ＳＤＧｓを切り口にして、大学生などの若い世代の市民ボランティアによ

るプロジェクトが４つも生まれたことは高く評価したい。また、ＳＤＧｓ達

成を視野に入れた市民活動の活性化事業と地域人材発掘事業の有機的な連

携を図っている点は十分な評価に値する。 

・ 「ＳＤＧｓダイバー」の育成・支援事業では、コロナ禍の影響で当初の予

定からの変更を余儀なくされたにも関わらず、主体的プロジェクトの誕生と

いう結果を生み出している点を評価したい。 

・ センターそのものを多世代交流拠点にしようという取組も実施されており

今後の展開に期待したい。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、コロナ禍の影響があるものの、令和２年度比

で微増である。また、新規団体登録は徐々に増えてきている。 

・ 利用者の満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、案内表示等

について改善の余地があるものの、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 

・ 従来のFacebookに加え、新たに公式LINEやTwitterを開設し、施設の紹

介や会議室の空き状況を定期的に発信するなど、積極的に取り組んでいる。 

・ 手に取りやすい情報冊子の発行による情報発信に取り組んでいる。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ ＳＤＧｓを施設運営のテーマに据えた取組を着実に進め収穫期に入ったという印象を受け

る。引き続き、ＳＤＧｓを軸にして、多様な主体による自由で自立した市民活動の支援に取り

組まれることを期待する。 

・ 地場産業と市立芸術大学とのつながりなど、引き続き、地域資源の発掘や人材育成を進める

ことを期待する。 

・ 市民活動の活性化には、かつて地域活動の担い手の主体であった産業界の人たちの参加も重

要であり、狭義のＮＰＯ・市民活動に囚われず、社会の課題解決や充実を目指すＣＳＯ（市民

社会組織）として捉えることによる多様な層とのつながりによる事業展開にも期待する。 

② 施設管理等 

・ 立地の良さを活かし市内全域から施設利用者や協力団体を獲得するとともに、地域住民や団

体を巻き込む更なる取組を期待する。 

・ 情報の発信については、これまでのFacebookに加え新たにLINEやTwitterを開設されたが、

SNSの良さである双方向性を生かした効果的な周知に努めることを期待する。 
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（８）吉祥院いきいき市民活動センター 

（指定管理者：特定非営利活動法人ふれあい吉祥院ネットワーク） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 既存イベントの参加者の多様性が高まっている点と「いきセン」ではなく

地元の実行委員会が複数のイベント開催に関与している点は評価できる。 

・ 立地の関係上、コロナ禍の影響が非常に大きい中で、オンラインでの吉祥

院トーク開催やふれあいひろばの配信等、オンラインによる地域の一体化に

取り組んだことや、近辺の「まちぶらマップ」を作成するなどと工夫を重ね

ている姿勢を評価したい。 

・ 「吉祥院六斎念仏」の動画作成とYouTubeでの発信は、保存会の記録を残

す意味でも若者に伝統を引き継いでいく意味でも成果があった。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、令和２年度と比較してほぼ同じであった。 

・ 利用者満足度は来館者に対する窓口サービス調査の結果、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 

・ ホームページやＳＮＳなどを活用した情報発信に取り組んでいる。 

・ 道路から見える位置への看板の設置や「いきセンだより」の地域回覧など

による情報発信の工夫を行っている。 

・ 「まちぶらマップ」として発刊した広報物は、周辺のお店を紹介するなど

により手に取ってもらうための工夫をするとともに、市民活動やいきセンに

ついて紹介することで、施設の認知度向上等に努めている。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等  

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 「吉祥院トーク」に地元商店街の方が入っているが、商店街と地域や市民活動がつながるこ

とで見えてくる課題もあり、可能性を感じる取組である。今後は新たに発見した課題の解決に

向けた関係づくりにも努めていただきたい。 

・ 地元の交流を生み出す場となっていた「吉祥院ふれあいジャンボリー」が中止となったが、

今後を見据えた在り方を検討していただき、実行委員会の自走化に向けた支援に期待したい。 

・ 立地や周辺状況から社会教育施設の需要が高いことは理解できるが、地域性も考慮しつつ、

地域課題や社会課題に取り組む市民活動の活性化と担い手の育成に取り組むことを期待する。 

・ 「まちぶらマップ」は市民活動へのきっかけとしてよい取組と思うが、他のセンターの取組

も参考にして、「知る」ことから「参加」につなげる取組に期待する。 

② 施設管理等 

・ SNSを活用した情報発信に取り組み始めているが、他のセンターの事例等を参考により積極

的に展開されることを期待する。 

・ 立地や施設規模の制約はあるが、情報発信を工夫し、地域の方だけでなく、地域外からの新

規利用者の獲得につなげていただきたい。 
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（９）上鳥羽北部いきいき市民活動センター 

（指定管理者：一般社団法人上鳥羽絆会） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 「いきいき上鳥羽プロジェクト」と題し、仲間をつくる視点は素晴らしく、

子供たちも巻き込んで更にコミュニティが作られていく様子がうかがえる

点が評価できる。 

・ コロナ禍にあっても、従来からの強みである「エコ」を打ち出した屋外で

の事業を展開するとともに、早くから ZOOMや YouTubeといったツールも使

いこなし、地域密着で市民活動の支援を進めていることは評価できる。 

・ 地域住民だけでなく、ＪＡも巻き込んでイベントを開催するなど日々の交

流によるつながりを生かした地域の活性化に取り組んでおり評価できる。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、令和２年度と比較して微増しているものの、

令和２年度同様に夜間の利用が少ない。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、施設の案内表

示に改善の余地はあるものの、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 

・ ホームページやフェイスブック、広報誌「ニュースレター」、市民しんぶ

んへの記事の掲載など多様な媒体を活用した情報発信に取り組んでいる。 

・ コロナ禍においてYouTubeの活用にも着手し、他の施設の広報誌に記事を

掲載するなどといった新たな取組に着手している。また、Instagramを開設

するなど今後の展開に期待ができる。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 今後も「とばベジマルシェ」などの農家をはじめとした地域住民との日々の交流に核を据え

た地道で実践的な事業の継続・発展を期待する。 

・ 地域密着の事業をしっかり行っていることを評価する一方で、事業の拡充や継続に向けた地

域外の人材の活用と次世代の若い担い手育成が望まれる。 

・ おひさま発電所をＮＰＯと連携して導入・運営しているなど目をみはる活動であり、京・エ

コロジーセンターとの連携など、上鳥羽北部いきセンの独自性を活かして更に活動を充実させ

ることを期待したい。 

・ 今後は、参加者の中から運営側に回れる担い手の発掘・育成に注力し、センターのバックア

ップがなくとも自立的に活動できるような支援を継続することを期待する。 

② 施設管理等 

・ ニュースレターなどを通じた積極的な発信を続けて、コロナ禍で停止していた活動再開の呼

び水とすることを期待する。また、貸館事業については、コロナ禍の中で新規に利用された方

が継続して利用されるように取り組むことを期待したい。 

・ 情報の発信については、ＳＮＳの有効性や重要性を実感したとのことであり、他のセンター

の事例等も参考にしつつ、利用者とともに、より積極的に展開されることを期待する。 
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（10）上鳥羽南部いきいき市民活動センター 

（指定管理者：株式会社丸起） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 昨年度に引き続き、地域団体などとの連携の輪を広げようという事業に取

り組み、センターはイベント運営のサポートに回るように努めている点は評

価できる。 

・ 「多世代音楽交流」などに取り組み、創意工夫も見られるものの、依然と

して講座型のイベントが多く、参加者同士の交流や関りが希薄で双方向とな

っていない印象が拭えない。 

・ 課題であった児童館や保育所との連携について、児童館と連携した事業を

実施したが、高齢者寄りのテーマの中で児童が発表しているだけになってし

まっている。テーマ設定の見直しなど新たな参加者と一緒に楽しめて交流で

きる事業に期待する。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、コロナ禍により２年連続で減少傾向である。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、良好で丁寧な

対応等が高評価であった。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 ・ ホームページやフェイスブックによる情報発信に取り組んでいる。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 昨年度の評価報告における「連携する団体の固定化」との指摘については、新たな連携先の

開拓など一定の改善が見受けられるものの、「講座型・コンサート型の事業が多い」との指摘

については、地域課題や社会課題についての講師による説明との組み合わせなどの取組もみら

れるが、講座型のスタイルにとどまっており、市民活動支援の取組が求められる。 

・ 「いきいき市民活動センター」は、単なる講座を提供する施設ではなく、市民の自主的な活

動を支援する拠点であり、地域の課題や社会問題を解消する活動を支援する場であることを再

確認し、事業の目的と手段の妥当性を常に意識した事業の企画、運営に努めていただきたい。 

・ 市民活動の支援のためには、市民が実現したいことをしっかり把握したうえで、活動に寄り

添い、伴走するような双方向性の事業の実施が不可欠である。そのためには、地域や社会の課

題を把握する仕組や参加者や連携する団体による自立的な活動につなげるための仕掛けが必

要であり、他のセンターの取組なども積極的に参考にしていただきたい。 

② 施設管理等 

・ 情報の発信については、センター利用者や事業参加者の潜在的な可能性を引き出すため、ホ

ームページやフェイスブック等における情報の充実を図っている。 

・ 立地的に広く利用者を呼び込むことが困難であることは理解できるものの、事業や連携団体

と連携した周知や各種媒体の特徴に応じた活用など、他のセンターの取組も参考にして、利用

率の更なる向上に努めていただきたい。 
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（11）久世いきいき市民活動センター 

（指定管理者：地域環境整備みどりの会） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 近隣に保育所や児童館があることを活かし、連携した事業に取り組んでい

る。 

・ 令和４年度以降は貸館事業のみとなるがクリスマス会については、自主事

業として継続予定とのことであるが、その他の事業についても連携団体の意

向も踏まえ、可能な範囲で支援、協力を続けてもらいたい。 

・ 自主事業で実施していた卓球教室は参加者がサークルをつくり、センター

で卓球教室を続けていることは自走化の事例として評価できる。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、コロナ禍の影響もあり、令和２年度比で減少

している。利用者の傾向としては、継続利用者が多く、新規利用者があまり

ないとのことであるが、新規利用の掘り起こしは喫緊の課題である。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、概ね良好であ

る。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 
・ ホームページやＳＮＳなどを活用した情報発信に取り組んでいるが、ペー

ジの充実や更新頻度の向上など、更なる改善が見込めると考える。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っているが、これまでの経験を活かし、情報発信をはじめとす

る施設の利用を更に促進するための経費執行にも期待したい。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 施設管理等 

・ 令和４年度以降は貸館事業のみとなるが、利用率向上のためにも、これまでの事業等でつな

がりのあった団体との関係を絶やすことなく、維持、発展させるとともに、新たなつながりに

よる新規利用者の獲得に積極的に取り組んでいただきたい。 

・ 貸館事業の新規利用者の獲得に関しては、音楽関係の利用など、これまでの課題についても、

積極的に課題解決に取り組み利用者の幅を広げることにも取り組んでいただきたい。 

・ 貸館事業については、類似施設として近くに「久世ふれあいセンター」があるが、利用率向

上のために同施設といきセンのすみ分けや差別化の意識を持って貸館事業に取り組むことを

期待する。 

・ 市民活動支援・活性化事業の実施がなくなることで事業をきっかけに施設を知ってもらい、

貸館利用につなげることが困難となるため、ホームページやＳＮＳ、チラシ等の積極的な活用

により、施設の利用件数増に向けた取組を積極的に行うことを期待する。 
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（12）醍醐いきいき市民活動センター 

（指定管理者：株式会社ワン・ワールド） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 「だいご未来プロジェクト」の参加者から出された企画を実施し、地域に

おける市民活動の担い手を育成していることを高く評価する。 

・ コロナ禍にあっても地域の住民たちの気持ちに寄り添った事業を展開して

いる点を評価したい。また、様々な世代の利用にアプローチしていることは

評価できる。 

・ 近隣施設との協力関係も良く、施設を上手く活用し、いきセンとしての役

割を発揮している印象である。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、コロナ禍のため令和２年度と比較して減少し

ている。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、設備状況につ

いて改善の余地があるものの、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 

・ 広報誌「だいごいきいきタイムズ」では、まちの活性化につながる地域資

源を手に取りやすい形で発信している。 

・ ホームページやフェイスブック、ツイッター、インスタグラム等を活用す

るなど、多様なＳＮＳを活用した情報発信に取り組んでいる。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 「だいごdeワイワイ井戸端会議」では、参加者からの発案で６本もの事業が具体的な活動へ

と発展したことは高く評価する。引き続き、伴走型支援を通じて、地域の市民活動を掘り起こ

していくことを期待する。 

・ 事業参加者によるサークルの立ち上げを支援し、貸館の定期利用につなげたことは高く評価

できる。引き続き、市民活動の自走化や担い手の育成を意識し、市民活動支援・活性化につな

がる事業に積極的に取り組むとともに、事業参加者による貸館利用や貸館利用者の事業参加と

いう相乗効果が得られる取組に期待する。 

② 施設管理等 

・ 情報の発信については、ホームページや各種SNS（フェイスブック、インスタグラム、YouTube、

LINE）を活用するなど、多様な媒体により常に最新の情報を発信しており、各媒体の特徴に応

じた積極的な活用を期待する。 

・ 立地的な集客の不利はあるが、情報発信や事業を通じた貸館利用も着実に表れており、引き

続き利用者増に取り組んでいただきたい。 
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（13）伏見いきいき市民活動センター 

（指定管理者：有限責任事業組合まちとしごと総合研究所） 

  ア 令和３年度の評価 

評価項目 附帯意見 

市民活動活性化

事業 

・ 「新しい地域との関わり方調査・研究」事業において、「プロボノ＊」に着

目し、その結果を非常に見やすい冊子にまとめ上げている点は特筆すべきも

のであり高く評価できる。 

・ 高齢者や児童の来館・イベント参加が自粛される中で、感染予防に気を配

りながら、オンライン・ツールを活用し、各世代間が持つスキルをマッチン

グするなど、地域のつながりを活性化するべく工夫している点を評価した

い。 

貸館事業 

・ 施設の利用件数については、コロナ禍ということもあり、令和２年度と比

較して減少している。 

・ 利用者満足度は、来館者に対する窓口サービス調査の結果、案内表示につ

いて改善の余地があるものの、概ね良好である。 

・ 公金収納業務については、概ね適正に行われている。 

情報の発信 

・ 機関誌やホームページ、ＳＮＳ、掲示板の設置など、情報の受け手に合わ

せた多様な媒体を活用した情報発信に取り組んでいる。 

・ 情報誌「おむすび」は、施設の紹介とあわせて、地域で活動する団体の紹

介等を掲載し、デザインもよく手に取りたいと思わせるものとなっている。 

業務執行体制 

・ 施設の維持管理及び職員の配置については、概ね問題なく行われている。 

・ 収支状況については、管理運営業務の適切な執行のために必要な経費支出

を効率的に行っている。 

＊ 社会的・公共的な目的のために、職業上のスキルや専門知識を活かして取り組むボランテ

ィア活動 

 

  イ 令和４年度に向けた助言等 

① 市民活動活性化事業をはじめとする事業全般 

・ 「新しい地域との関わり方調査・研究」は、市民活動のシーズとニーズのマッチングを考え

るうえで極めて意義深い取組であり、この調査・研究の結果を踏まえたプロボノ活動支援の本

格的な実施を期待する。 

・ 今後も、多世代の交流の機会を創出しながら、市民活動に関わる調査事業にも積極的に取り

組むことを期待したい。 

② 施設管理等 

・ フェイスブックやツイッター、ホームページで常に最新の情報提供が行われ、施設認知度の向

上が図られているとともに、コロナ禍における市民活動支援のニーズを掴むなど、情報の受発信

機能が高まっている。 

・ 情報誌については、伏見区内の飲食店などの協力を得て配架してきたところであるが、新たな

店舗に協力をいただくなど、積極的な関係構築に努めており、今後の展開に期待したい。 
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３ まとめ 

（１）施設の利用状況について 

    いきいき市民活動センター（以下「センター」という。）は、平成２３年度の開設から１１年

目となり、この間、各センターでは、施設案内パンフレットやホームページ、各種ＳＮＳ

（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用した情報の発信、市民活動に資す

る情報の提供、市民活動活性化事業の実施など、指定管理者の特長や地域性に応じた独

自の活動に積極的に取り組んできた。 

令和３年度においては、令和２年度に引き続き、２年連続で新型コロナウイルスの感

染拡大防止のため、施設の休館や市民の外出自粛が求められる中であっても、様々な工

夫を凝らし、市民活動を支援するための方策の検討・実施に取り組まれるとともに、コ

ロナ対策を徹底し、市民活動の場を提供し続けられたことに敬意を表する。 

その結果、令和３年度の貸館利用件数は、コロナ禍による休館期間もあったが、セン

ター設置当初の平成２３年度と比較すると、約２．７倍となっている。 

これは、指定管理者による積極的な広報活動や市民活動支援の取組による施設認知度

の向上により、市民活動や地域活動に取り組む様々な団体の活動拠点として定着してい

ることの現れでもある。 

ただし、個々の施設の状況を見ると、利用件数が１０年間で１０倍以上増加した施設

がある一方で、立地条件等により利用件数が伸び悩んでいるところもあるとともに、コ

ロナ禍による影響や取組の違い等により、施設の利用状況に差が生じている。 

令和２年３月に提出した「京都市いきいき市民活動センターの在り方について 答

申」を踏まえ令和３年１月に「京都市いきいき市民活動センターの在り方の基本方針」

が策定され、令和４年度以降の指定管理業務は大きく仕様が変更されている。この評価

報告書も活用し、それぞれが、真に市民生活、市民活動を総合的に支援する施設へと進

化するため、事業を効果的に展開することを期待する。 

 

（２）管理運営全般に対する評価及び助言について 

各センターにおいては、「２ 各センターの評価」のとおり、各センターが継続して

発展していくための改善や工夫・充実を期待する。 

第３期指定管理期間の最終年度となる令和３年度は、令和２年度に引き続き、新型コ

ロナウイルスの感染拡大防止のため、閉館や開館時間の短縮、市民の外出自粛等、いき

いき市民活動センターを中心とした市民活動にも大きな影響が出たが、Ｚｏｏｍなどイ

ンターネットの活用をはじめ、それぞれが工夫し、市民活動の支援に取り組まれた。 

令和４年度は、新たな指定管理期間の最初の年度となるので、これまでに培ってきた

ノウハウや利用団体及び地域とのつながり、指定管理者の得意分野や専門分野の強みを

最大限に活かすとともに、これまでの経験を基に、ウィズコロナ、アフターコロナでの

市民活動の支援に取り組んでもらいたい。 

「京都市いきいき市民活動センターの在り方の基本方針」に基づき、令和４年度以降

の更なる「進化」につなげることを目指し、以下の項目について重点的に取り組んでい

ただきたい。
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ア 全般について 

各センターの取組について、地域住民に対するサービスの提供や市民活動団体への活動場所

の提供にとどまるのではなく、「市民の主体的な活動を支援する」ことがセンターの役割であ

ることを常に念頭に置きながら、各センターの強みを活かし、地域課題や社会的課題の解決に

向けて、施設利用者や関係団体、地域住民を巻き込み、自主的な活動の促進及びそのための担

い手の育成を意識して事業の企画・実施に取り組んでいただきたい。 

また、各センターにおいて地域とつながり、交流・活動支援・進化の取組を進めるに当たり、

地域ニーズの把握や課題の解決に努めていただくとともに、事業の実施に課題のあるセンター

においては、他のセンターや市民活動総合センターをはじめ、市民の身近な存在である区役

所・支所、まちづくりアドバイザーへの相談や連携についても積極的に進めていただきたい。 

    

イ 市民活動支援・活性化事業、サロン活用事業について 

市民活動の更なる活性化に向けて、次の６点に留意し取り組んでいただきたい。     

（ア） 事業の実施に当たり、企画段階から、センター利用者、地域の各種団体、事業

所、ＮＰＯ、大学、区役所・支所等の他団体との連携を図るなど、各センターが

得意分野を軸としながら、多様な団体とのネットワークを構築することで、市民

活動の基盤や土壌を広げていくことを期待する。また、ウィズコロナ、アフター

コロナに対応するために、開催形式や参加手法、事業規模に係る工夫や対策を検

討していただきたい。 

（イ） 市民活動総合センターや各センター間での交流・情報交換を行い、事業を実施す

るうえでの経験や知識の共有を図ることにより、新たな視点からの事業の展開や、

センターに代わって事業を主体的に実施することができる担い手や市民活動を自立

的に継続できる担い手の育成に取り組んでいただくことを期待する。 

（ウ） イベントの開催にあたっては、参加者を増やすことをだけを目的とするのでは

なく、多様性の確保にも留意したうえで、参加者の中から自主的な活動が始まる

ことや、参加者自身が主体的にイベントを開催するなど、担い手の育成やスター

トアップに向けた支援に取り組んでいただきたい。 

（エ） 例年実施するイベントについては、継続していきセンで実施することの必要性

を常に再確認したうえで、実施する場合は参加者同士をつなげるとともに、その

参加者が新たな担い手として市民活動の活性化や次の担い手の育成に取り組み、

自主的な運営につながるような取組を進めていただきたい。 

（オ） 事業の実施後は、課題の確認と解決策の検討、利用者ニーズの把握を事業の参加者や

様々な施設利用団体と共同で行い、事業内容や協力団体、参加者の固定化に留意し、次

の事業展開につながるよう取組を進めていただきたい。 

（カ） 活動団体に発表の場を提供・運営し、団体間の交流を深めるだけにとどまるのではなく、

活動団体が自ら実施・運営できるよう、担い手や人材の発掘、育成及び活動団体への後方

支援などに力を入れていただきたい。 

 

  ウ 情報の発信について 

施設案内パンフレット及びホームページによる情報発信だけでなく、広報誌、掲示

板、回覧板、各種ＳＮＳなど多様な媒体の特徴に応じた活用をすることで、より多く

の方に情報が届くよう努めるとともに、発信内容についても、更新頻度を高めていた

だき、常に最新の情報を提供することを心掛けていただきたい。 
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チラシやポスターなど印刷物の作成に当たっては、みやこユニバーサルデザイン等

を参考に、誰にでも見やすい紙面にするとともに、センター利用者の顔や活動内容が

見えるようにすることで市民活動への関心を引くデザインとするなど、様々な工夫を

することも心掛けていただきたい。また、事業の実施に当たっては、各事業のターゲ

ット層に合わせて適切な発信方法を選択するとともに、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため外出自粛が求められる中においても、各メディアによる効果的な情報発信

が、市民活動の更なる発展につながるよう取組を進めていただきたい。 

また、ＳＮＳの活用に当たっては、双方向性を有するコミュニケーションツールと

しての特徴を踏まえ、情報を発信するだけではなく、発信した情報への反応を改善に

生かすため、情報の受発信を念頭において取り組んでいただきたい。 

 

エ 業務執行体制について 

業務及び財務監査の指摘を踏まえ、特に次の２点について確実な実施を求めるもの

である。 

① 職員の配置については、概ね問題なく行われているが、第４期指定管理期間から

は、定数の定めがなくなったものの、引き続き、利用者に寄り添った円滑な施設運

営となるよう執行体制の確保を徹底していただきたい。 

また、指定管理者は、施設管理運営の適格性があるものとして選定されているこ

とを自覚のうえ、協定・仕様書を遵守し、必要な改善を行い、遺漏のないよう確実

に取り組んでいただきたい。 

なお、京都市は、今後も継続して監査を実施し、適正な業務や管理が維持される

よう指導していく必要がある。 

② 令和４年度からは利用料金制となり、公金収納業務がなくなるが、公共施設の 

指定管理者として、関係規定に基づき適正な収納事務に努めていただきたい。 

また、管理運営に充てる指定管理料は市民の税金が原資となっていることを認識

し、効率的な経費執行に努めていただきたい。 

 

オ その他 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けて取り組んでいる地域における最前

線の公の施設として、各センターの管理運営や事業の企画に当たっては、パートナー

シップを軸に、健康、福祉、教育、男女共同参画、環境、経済、交通、防災、地域コミュニ

ティの活性化やダイバーシティなど様々な観点を意識した取組を積極的に推進していた

だきたい。 

また、イベント等の開催に当たっては、京都市の「エコイベント」として登録し、

ガイドライン等に沿って実施するように努めていただきたい。 

 

４ 評価委員 

中井   歩（京都産業大学法学部教授）＜委員長＞ 

東郷   寛（近畿大学経営学部経営学科准教授）＜副委員長＞ 

伊豆田 千加（特定非営利活動法人子育ては親育て・みのりのもり劇場理事長） 

鈴木  ちよ（市民公募委員） 

柗井  大治（公認会計士） 

森本  純代（一般財団法人藤野家住宅保存会理事）
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５ 開催経過 

（１）令和４年度 第２回 

日 時  令和４年６月２２日（水）９時１５分～ 

場 所  京都市市民活動総合センター 

内 容  令和３年度いきいき市民活動センター事業報告 他 

 

（２）令和４年度 第３回 

日 時  令和４年７月１９日（火）１３時３０分～ 

場 所  京都市役所分庁舎 

内 容  令和３年度いきいき市民活動センター評価報告案の検討 他 

 

※ いきいき市民活動センターの評価に関する議題があった回のみ掲載 
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＜参 考＞ 令和３年度市民活動活性化事業一覧 

  事業 内容 

北 

パラスポーツのつどい センター利用団体から実行委員会を立ち上げることにより、利用団体

の自由な発想を運営に活かすとともに、視覚障害を中心にゴールボー

ルなどのパラスポーツを体験できるように種目を設定。 

高校生、大学生、視覚障害者からボランティアを募り、当日のスタッフ

として参加いただくこととも、地域の障害者と子どもから高齢者を対象に

「心の交流」事業を創造する。 

いきいき楽ちゃんフェス

タ 

 センター利用団体から実行委員会を立ち上げ、いきセン利用団体に

よる交流・発表の場として文化祭を開催し、くらしやまちづくりに潤いをも

たらすとともに、子どもから高齢者までの世代間交流ができる「フェスタ」

を目指す。 

岡

崎 

市民活動支援事業「レ

コードを聴く会 2021」 

市民の方々が主体となり、企画運営を行う、「レコードを聴く会」を実

施する。自主運営に向けたサークル化も進める。 

レコードを通じて、地域の方々の集いの場所を設け、地域コミュニテ

ィの活性化を図る。 

文化芸術交流・連携事

業「社会包摂とアートシ

ンポジウム」 

 障がいのある人等の文化芸術活動の普及を支援するため、社会包摂

の可能性について講演を行い、広く市民が社会課題に対し関心を持つ

ための機会を創出する。 

大学学生連携事業「岡

崎ワールドミュージック

フェスタワークショップ」 

 ロームシアター京都、大学 府立図書館といった近隣公共施設と連携

し、音楽によるにぎわい作りのイベントを実施する。関係機関との連携を

深めるとともに、地域住民等の交流の機会を創出する。 

市民活動支援事業 

「音楽健康体操 Music 

MIx」 

コロナ禍で制限されていた高齢者の交流と健康促進の新たなプログ

ラムとして実施し、将来的な活動サークルの自立自走を目指す。 

地域連携交流事業「岡

崎まち歩き～アートを巡

る～」 

美術館やギャラリー等の文化施設が多い岡崎地区の特性を活かし、

芸術を介した地域の交流を図る。 

左

京

東

部 

皆が幸せな多文化共生

社会を推進する事業 

大学と連携し、外国籍市民等の支援をする団体や外国人団体の活

動を取材し、冊子等で紹介することにより、多文化共生における課題な

どを市民等と共有することを目的とする。日本語が苦手な方でも読むこ

とができるように「やさしい日本語」を記載。 

市民活動の活性化と多

様な交流の成果を高め

るためのワークショップ 

今後のいきセンの交流事業の指針とすることを目指し、市民活動の

活性化と多様な交流の成果を高めるためのアイデアを出し合うワークシ

ョップを開催し、意見を冊子に取りまとめ、各センターに配布。 

Ｗｅ b 配信型文化祭 

『いきいき春の文化祭』 

多様な世代、多様な文化をコンセプトに幅広い世代や日頃あまり接

点のない海外の文化（芸能）と出会え、交流できる場を創出した。また、

Web配信を行い、ハイブリッド型のイベントとして開催した。 
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左

京

西

部 

芸術活動を通じて創造

する喜びを分かち合う

事業 

世代間交流や地域間交流の活性化を図るため、地域の小学校低学

年以下の児童等とその保護者・外国からの居住者などを対象として、灯

篭に絵を描くワークショップを行い創作した灯篭を展示した。 

高齢者へ食事支援を通

じた居場所作り事業 

１２月から月に１回程度、地域の独居高齢者を中心とした食事支援を

行うことで、引きこもりがちな高齢者が外出し交流する機会をつくる。 ま

た、地域の助け合いの環境を育む。 

養正市営住宅の歴史ア

ーカイブ事業 

 地域や行政の協力を得て令和４年度に解体が予定されている市営住

宅の記録等をアーカイブ化し、いきセンで展示した。この展示で地域の

歴史的価値や記憶を共有することによる住民同士の交流促進と展示す

ることによる地域外への情報発信を行った。 

中

京 

中京いきいき体操教室  地域介護予防推進センターの協力を得て、高齢者ふれあいサロンを

活用し、高齢者向けの体操を行うことにより、主に高齢者が気軽に集

え、交流する場を提供し、地域活性化に繋げる。 

中京いきいきカフェ  様々な市民活動団体の協力を得て、音楽やものづくり等に取り組むこ

とにより、何かを始めてみたい市民の方の活動のきっかけや、交流する

場を提供し、地域活性化に繋げる。 

中京のびのびサロン  子育て中の保護者を対象に講習や相談会を開催し、センターの認知

向上や参加者同士の交流促進を目指す。 

はっぴーこどもの楽園  ボランティア団体等と連携し、子どもたちが自然と交流でき、学校や家

庭では体験できないイベントを開催することにより、子供たちの居場所

づくりや意欲的な活動の促進を目指す。 

冬のいきセン発表会  センター利用者や市民活動団体が日頃の活動の紹介や成果を披露

する発表会を行うことで、参加した市民の活動への意欲を向上させ、団

体同士の意見交換や交流の場を創出する。 

東

山 

メディアセンター事業  Social Good（社会や地域をより良くすること）を撮影する市民参加型チ

ームを運営し、動画を作成、社会に発信することにより地域のことや社

会問題をより多くの人に届けるとともに、社会問題を発信できる人材の

育成等を目的とする。 

社会実験創出・発信事

業 

事業の１つである「もったいない素材をアクションにつなげるプロジェ

クト」では、SDGs の目標の１つである「つくる責任・つかう責任」に着目

し、多様な参加者でチームを作り、端切れや余り布を主にアップサイク

ル実験を進めた。その過程等を SNSで発信することにより、環境へ意識

を向けるきっかけとし、「もったいない」の気持ちから、役立つ“何か”を

生み出すアクションにつなげることを目標とした。 

下

京 

市 民 活 動 情 報 誌

「Carre']の発行 

 下京区内の社会公益活動について、情報誌や web サイトを通じて発

信し、市民団体の参画への意識を高める。また、取材活動を通じて、セ

ンターと市民団体とのネットワークを構築する。 

 「SDGs ダイバー」の育

成・支援事業 

 SDGs 達成の視点に基づき、下京区内の各学区から地域の多様な人

材を発掘、有機的につなげることにより、市民協働のまちづくりを推進

する SDGsダイバー＊を育成・支援し、市民活動を活性化させることを目

指す。 

＊ 地域のまちづくり活動に意欲的な市民 
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多世代交流空間の創

出事業 

 地域の住民やセンターの利用者がより公益的な活動に興味を持ち、

参画することにより、多世代の市民交流を促進することを目標に実施。

今後は、更につながりを広げるとともに、市立芸大の移転を見据え大学

生等が参加しやすい仕組みを作る。  

吉

祥

院 

吉祥院六斎念仏鑑賞

会 

 地域の伝統芸能「六斎念仏」を若年層に広く紹介し、地域の伝統や

歴史に対する愛着を持ってもらう。 

 また、伝統芸能の保存継承を図るため、六斎念仏の保存会による発

表の機会を提供し、新しい担い手づくりに寄与する。 

吉祥院ふれあいジャン

ボリー 

 コロナウイルス感染症拡大に伴い、例年開催されているイベントが中

止となったことから、これまでの１１年間の写真等を動画に編集し、

YouTubeで公開した。 

吉祥院リサイタル  コロナ禍でそれぞれの活動が制限される中で、地域団体の日々の取

組等を披露する発表会を実施。地域の子ども等の活動に目標と、保護

者の交流の場を提供した。 

いきセンスクール  センター利用者の活動を、広報を中心に支援しながら広く周知して実

施することにより、市民活動を介した地域のつながりを構築し、参加者

の交流促進を図るとともに、市民セクターの活動活性化を図る。 

第８回ふれあいひろば  センター利用団体等が日々の取組や活動を、オンライン（YouTube）

で発表し、団体同士の交流を図り、活動の幅を広げる。実施に当たって

は実行委員会形式により月に一度、ZOOM会議を実施。 

吉祥院トーク 地域団体等が参加し地域が抱える課題をテーマに話し合いの場を

設け、地域をつなげ、地域の活性化を図るとともに、問題解決や今後の

支援につなげることを目指す。 

上

鳥

羽

北

部 

いきいき絵本クラブ  絵本の読み聞かせ会パネルシアターの上映を通じて住民の交流の場

を作り、それらをやってみたいと考えている個人や団体への活動のきっ

かけをつくる。また、市民団体の相互交流、支援の拡大を目指す。 

いきいきエコ講座第６弾  地域を巻き込みながらエコ意識を高め、人と人を繋げる事業を実施す

る。①資源ごみ回収、②自然観察会、③エコ体験、④ロケットストーブ制

作会 

おひさまカフェ  毎月１回、参加者の要望を取り入れながらテーマを設定し、交流会を

開催。ZOOM を活用したハイブリッド型とすることにより、年齢や性別、

居住地に関係なく集える“場”を作る。 

 また、音楽団体と連携し、「コンサート配信」を実施するなど交流の場、

取組の活性化を図る場としての役割を担う。 

いきいき上鳥羽プロジ

ェクト Act.５ 

 事業の企画運営を担うプロジェクトメンバーを中心に、定例会議やニ

ュースレターの発行、ラジオ体操等の活動を実施する。子どもから大人

まで幅広い世代の交流の場を作り、地域の活性化を目指す。 

SNS 超初心者のための

インスタグラム講座 

 SNS に興味があるものの、まだ利用していない方を対象とした初心者

向けの講座。参加者が安全に SNSを活用することにより、充実した日常

生活をおくることができるよう支援する。 
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上

鳥

羽

南

部 

健康実践講座パート２  地域の方が健康に安心して暮らせるための知識や技能習得を目的と

して、地域の医療・介護関係者と連携して高齢者の健康生活を支援す

る。 

伝統文化講座 地域の団体等と連携し、俳句、墨絵や葦笛演奏を通じて日本の伝統

文化とその良さ、自然環境の保護等について学ぶとともに参加者が交

流することを目標とする。 

稲実る神無月音楽講座  山ノ本児童館や音楽活動をしている団体等と連携し、音楽の話やクイ

ズ、演奏を通じて音楽の楽しさに触れるとともに、出演団体との連携を

深める。 

上鳥羽地域交流の集

い～多世代音楽交流

～ 

 音楽活動を通じて、地域における多世代交流の場をつくるとともに、

地域活動の新たな担い手の発掘を目指す。 

久

世 

「氷のお絵かき」～オリ

ジナルバッグを作って

みよう～ 

 児童館との連携し開催することにより、子どもに物づくりの楽しさを伝

えるともに、参加者同士の交流・親睦を深めるとともに、センターの認知

度向上を図る。 

クリスマス会  保育所や児童館と連携し、地域住民や利用者との交流・親睦を深

め、センターの認知度向上に繋げるため、クリスマス会を開催する。 

醍

醐 

ふらっと相談カフェ 地域で活動している方や活動を発掘、発信することにより地域の更な

る活性化へつなげる。また、具体的な活動につながっていない方が活

動に向けた第一歩につなげるための取組を実施する。 

だいご de ワイワイ井戸

端会議 

毎回テーマを設定し、それぞれのテーマから「だいごの未来」について

語り合いそれぞれのやってみたいことについて意見交換し、具体的な

活動につなげることにより、市民活動の活性化を図る。 

親子で学ぶ日本文化

～しめ縄づくり～ 

しめ縄の本来の意味を学びながら、本物の稲わらを使い、わらを木

槌で叩く作業を親子で体験することにより、参加者に交流の場と、日本

文化を学ぶ機会を提供する。 

伏

見 

シニアの活動創出・発

信事業 

 市民活動団体や学生団体と連携しながら「シニアの活動創出・発信」

を実施する。コロナ禍にあっても高齢者の活動に向けた最初の一歩を

支援することで、シニア層の健康的な地域活動を促進する。 

新しい地域との関り方

調査・研究 

これまで市民活動団体や地域団体を支援する中で「若い世代が参

加してくれない」、「担い手不足」ということが共通する課題としてあること

が分かり、これらを解決するために、京都市内の市民活動団体 100 団

体と 20 代～30 台代の働く世代 200 名を対象にアンケート調査を実施

し、冊子に取りまとめた。 

また、地域活動に興味のある方が、活動の一歩を考えてアクションに

つなげる一助とするためにプロボノ活動等への理解を深めるためのオ

ンラインイベントを開催。 

 


